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議 会 報 告 会 報 告 書 
 

令和７年４月 11日  

 

 

小田原市議会議長 

大 川   裕 様 

 

報告者 議会広報広聴常任委員長 

             鈴木 和宏 

 

 

議会報告会（議場見学会）の結果について、次のとおり報告いたします。 

 

日  時 令和７年 1月 10日（金曜日）午前９時 20分 ～ 午後２時 35分 

場  所 小田原市役所 議場 

出 席 者 
城 戸 佐和子 鈴 木 和 宏 岩 田 泰 明 杉 山 三 郎 

大 川   裕    

参加人数 94名（芦子小学校６年生児童 88名、担任教諭６名） 

内容 

小田原市議会基本条例では、市民の意見を議会の審議や政策立案に生かすため、議会

報告会や市民アンケートのほか、多様な媒体を活用し、広報広聴の充実を図るものと

定められています。 

そのような中、これまで要望に応じて対応を行ってきた議場見学会は、議会報告会と

同様に議会活動の報告という広報の面と、意見交換による広聴の面があることから、

令和３年度からは議会報告会の一つの形として以下のとおり実施しました。 

 

内容 

・市議会議員から児童に対し、市議会や議場に関する説明 

・議長室や傍聴席といった、議場以外の施設の見学 

・議員に対する質疑応答 

主な質疑・意見等 裏面参照 

そ の 他  
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＜主な質疑等について＞ 

【質疑】新しい学校はできますか 

【回答】３年前から学校のあり方について話し合う検討委員会が立ち上がっています。皆さんのように３クラス

は珍しく、市内は単クラスが多いです。クラス替えができないなど課題もあるので、これからはむしろ

減るかもしれません 

【質疑】少子高齢化への対策について何を考えていますか 

【回答】お年寄りが増えています。ベビーブームの時代の方がどんどん年を取り、高齢化が進んでいます。そう

であれば、医療や介護の充実で安心して暮らせるまちづくりが必要です。一方、若い人が子育てできる

環境づくりも必要です。少子化と高齢化は分けて考える必要があります 

【質疑】ＳＤＧｓへの対策は何をしていますか 

【回答】小田原市は再生可能エネルギーの取組を頑張っています。また、男女共同や皆さんが教育を受けること

も大事です。実は小田原は二宮金次郎さんという人がいて、昔からＳＤＧｓに通じる取り組みをしてい

ました 

【質疑】防災について、どのような対応をしていますか 

【回答】議会としては、いざというときのために困らないように予算をしっかり確保できるようにしています。

市としては自治会・消防・消防団などの組織と防災訓練をすることで備えています 

【質疑】大変な仕事は何ですか 

【回答】全部大変です。でも同時に楽しいことでもあります。市民の方から相談受けても実現できないことはた

くさんあります。その中で調べて、話し合って現場を見てたくさん時間を使います 

【質疑】未来の小田原はどうなりますか 

【回答】皆さんが大きくなった時の話ですね。未来の小田原にあれもないこれもないではなく、しっかりバトン

タッチできる様に頑張ります。また、小田原の文化などをしっかり渡すことも大事です 

【質疑】議会はどのように進みますか 

【回答】議題がたくさんあるので、効率よく話し合いができる仕組みとして、議会運営委員会があります 

【質疑】当選した時はどんな気持ちでしたか 

【回答】正直に嬉しいです。でも、投票所まで足を運んでくれて、名前を書いてくれた人のことを思うと緊張し

ます 

【質疑】私たちが取り組むことができる小田原市の課題はありますか 

【回答】小田原のことをよく知り勉強することです。周りの人に小田原を PRすることです 

【質疑】どうやって議長を選ぶのですか 

【回答】議員同士の投票による選挙で選ばれます。（26人の）立候補制です。所信を述べて、投票の参考にして

もらいます 

【質疑】やりがいは何ですか 

【回答】自分が進めてきた物事が少しずつ形になっていくことです 

【質疑】市民要望が多いものは何ですか 

【回答】道水路の整備など、身近なものが多いです 

【質疑】新しい商業施設はできますか 

【回答】民間が作るものであるので、需要があればできるだろうと思います。市から作ることはありません 
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【質疑】ミナカ小田原を作ったのは何故ですか 

【回答】市が作ったものではないですが、観光の拠点としては良かったのではないでしょうか。しかし、駅周辺

に人の流れが集中してしまうため、人の流れを再構築する必要があると考えています 

【質疑】議員になったきっかけは何ですか 

【回答】教育関係の諸課題に疑問点があったからです 

【質疑】取り組んだ仕事で達成感があるものは何ですか 

【回答】議員提案で作り上げた条例を成立させたことです 

【質疑】大切にしていることは何ですか 

【回答】選挙で信頼してくれた人々への約束を守り、それに従い行動することです。同時に様々な意見を代表す

る他の議員とよく話し合い、住民福祉の増進に寄与することです 

【質疑】議会はいつありますか 

【回答】定例会は、３月、６月、９月、12 月の年４回開催されます。また、定例会の他に必要に応じて開かれ

る臨時会があります 

【質疑】少年院跡地をどうするつもりですか 

【回答】前の市長はゼロカーボン・デジタルタウンにと考えていましたが、今の市長はデジタルの集積地、公園

とか宅地の意見もあります。私は畑がいいと思います。皆さんもいろいろな意見を寄せてください 

【質疑】市議会議員になるにはどうしたらいいですか 

【回答】25 歳以上で、最初の選挙に出られます。選挙には、無所属や政党に所属してでます。そして、選挙を

経て 27人の内に入ると議員になれます 

【質疑】市民から文句を言われることはありますか 

【回答】いっぱいあります。議員に文句が言えない社会より言える社会の方が民主的です 

【質疑】温暖化対策は何をしていますか 

【回答】再生可能エネルギーの普及や市公用車の電気車への転換など行っています 


